
新潟大学・人文社会科学系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３１０１

若手研究(A)

2019～2016

バイアスから探る道徳的思考の不合理性と多元性

Plurality and Irrationality in Biased Moral Thinking

８０７２６８０２研究者番号：

太田　紘史（Ota, Koji）

研究期間：

１６Ｈ０５９３３

年 月 日現在  ２   ６ １２

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、道徳判断や道徳的意思決定を支える心理過程やそれに含まれるバイアス
に関する経験的知見を踏まえ、人間の道徳的思考がどのような多元性や不合理性を含んでいるのかに関する記述
的理解を図るとともに、そうした記述的理解がこれまでの倫理学上の諸問題に関してどのような規範的含意を持
ちうるのかについて照合的な検討を行った。またこの検討を通じて、道徳的責任・行為者性・道徳の客観性に関
する倫理学上の論争をはじめとした理論的問題にとって、記述的理解が規範的含意を持つ理路を明確化した。

研究成果の概要（英文）：This study provides a descriptive understanding concerning pluralism and 
irrationality embedded in human moral thinking, via considering into account empirical findings 
about psychological processes underlying moral judgments and moral decision making, and biases 
within them. In addition, this study clarifies what normative implications such a descriptive 
understanding may have on some issues in ethical theories, such as debates concerning moral 
responsibility, human agency, and moral objectivity.

研究分野：哲学・倫理学

キーワード： 実験哲学　道徳心理学　道徳的責任　自由意志　メタ倫理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、倫理学上の論争における経験的知見の方法論的役割の明確化や、道徳的責任や行為者性にまつわる論
争の歴史的な再理解をもたらすものである。またその一部は、自由意志の概念／信念の認識的起源に関する洞察
をもたらすものであり、この点は今後の研究でさらなる展開を図る予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 道徳の本性を論じる倫理学上の諸論争においては、人間が行使している道徳的諸概念をどの
ように一貫したものとして理解できるか、また道徳的思考がどのような合理性規範に従うのか
が問題となってきた。他方で最近の経験的知見は、様々な局面における道徳判断や道徳的意思決
定が文脈依存的な処理やバイアスを抱えていることを明らかにしつつある。そこで本研究では、
これら両者の問題と知見を照合しながら、むしろ多元性と不合理性を道徳的思考の重要な本性
として認めることで、倫理学上の論争にどのようなインパクトがありうるかを検討する。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、道徳判断や道徳的意思決定の心理メカニズムやそれに含まれるバイアスに関して、
実験哲学、道徳心理学、社会心理学といった諸分野から明らかになっている経験的知見を踏まえ、
人間の道徳的思考がどのような多元性や不合理性を含んでいるのかに関する記述的理解を目指
す。加えて、そうした記述的理解がこれまでの倫理学上の諸問題に関してどのような規範的含意
を持ちうるのかについて、照合的な検討を行うことを目指す。とりわけ、道徳的責任、行為者性、
そして道徳の客観性をめぐる哲学的問題に焦点を合わせ、それら各々に関連する諸概念につい
て検討を行い、同時にそれを通じて基礎的な倫理学理論における方法論の再理解と明確化を目
指す。 
 
３．研究の方法 
 
第一に道徳的責任をめぐる問題として、他行為可能性が責任の成立に必要かどうかをめぐる
問題をとりあげ、責任帰属の心理過程に関する経験的知見がそれにどのように関与しうるかを
検討する。第二に行為者性をめぐる問題として、自由意志による行為が決定論との関わりにおい
て両立論的なものかどうかをめぐる問題をとりあげ、自由意志の概念／信念に関する経験的知
見がそれにどのように関与しうるかを検討する。第三に、道徳的な事実や性質が客観的な存在論
的身分を持つかどうかをめぐる問題をとりあげ、道徳的不一致に際した反応に関する経験的知
見がそれにどのように関与しうるかを検討する。 
 
４．研究成果 
 
（１）道徳的責任と他行為可能性に関する検討 
 道徳的責任にとって他行為可能性が必要であるという原理を疑問に付す哲学的議論として、
フランクファート型事例に訴えるものが存在する。また、最近の実験哲学や道徳心理学の研究で
は、フランクファート型事例における道徳的責任の帰属にまつわる直観が調査実験によって再
現されるとともに、そこでの直観が行為知覚の操作によって一定のパターンで変動することが
示されている。しかし、こうした経験的知見が、当該の哲学的議論をどれくらい強化したり、そ
の議論への反論を退けたりするうえで有効なのかについては判然としてこなかった。 
そこで本研究では、そうした経験的知見は、単にそうした個別事例に関する直観を再現するこ
とではなく、むしろその責任帰属を支える心理メカニズムを一般原理として明るみに出すとい
う点に重要性があることを論じた。道徳的責任をめぐる哲学的議論の歴史的経過を振り返れば、
そこには道徳的責任にとって他行為可能性が必要かどうかという論点と、そうした必要性は我々
の道徳実践に組み込まれているかどうかという論点が含まれている。責任帰属の心理メカニズ
ムを解明することはこの後者の論点に関して直接的な意義を持っているだけでなく、責任概念
の改定をめぐる規範的議論と組み合わさることで前者の問題にも資することになる。本研究は
以上のような仕方で、記述的知見が道徳的責任をめぐる哲学的問題に対して含意を持ちうる理
路を明らかにした。 
 
（２）自由意志の概念／信念に関する検討 
道徳的責任を基礎付ける行為者性の中核を占めるものとして、自由意志による行為が哲学的
議論において重視されてきた。そこでの中心的係争点は、自由意志とそれが基礎付ける道徳的責
任が、決定論的な人間理解と両立可能なものかどうかというものであり、そこで同時に問題にな
るのは、そもそも自由意志の本来的な概念化はどのようなものかという点である。これをめぐっ
て最近の実験哲学における自由意志概念の研究や、社会心理学における自由意志信念の研究は、
一方でそれが両立論的なものであると示唆しているが、他方でそれはむしろ非両立論的なもの
であると示唆する研究もある。そこでは、両立論的な概念能力がその運用上のバイアスを受ける
という説明と、むしろ非両立論的な概念能力がその運用上のバイアスを受けるという説明が、対
抗した状態にある。 
本研究では、こうした先行研究における自由意志の概念／信念の一貫性の想定に反して、むし
ろそれがむしろ多元的で一貫したものではないという提案を行った。加えて自由意志の概念／
信念に関する自由記述法に基づいた研究を行った結果、参加者が与える記述は両立論的傾向と
非両立論的傾向の両方を潜在的に含むものであることが示された。さらに、自由意志の本性をめ



ぐる哲学的論争を、自由意志の概念／信念を一貫化させるような概念工学的試みとして歴史的
観点から再理解しつつ、その試みの前提となる現行の自由意志の概念／信念についての記述を
与えるものとして、一連の実験哲学や社会心理学の研究を位置付ける議論を新たに与え、両者の
方法論的役割を明確化した。 
また、こうした議論において参照されるのは、道徳的責任や自由意志を他者に対して帰属する
ことに関わる知見であり、これは本研究にかぎらず多くの先行研究において同様であるが、他方
で自由意志の概念／信念の認識的起源として、自己のうちに経験される自由意志の認識が重要
な役割を担う可能性がある。そこで、こうした認識が意識的意志や自発的行動に関する科学的研
究においてどのように扱われてきたか、またそれが最近の実験哲学的手法を導入することによ
ってどのように改善されうるかを検討した。この点は、今後の研究として集中的な展開を図る予
定である。 
 
（３）道徳の客観性と相対性に関する検討 
メタ倫理学における客観主義的な理論を支える一つの論拠として、人間一般が道徳に関して
持つ諸概念が客観主義的なものだというものがあるが、こうした想定は近年の実験哲学や道徳
心理学からの知見によって批判にさらされている。とりわけそこで注目に値するのは、道徳的不
一致の場面において、人間が道徳の客観性にコミットするような反応を示すかどうかを調べる
経験的研究の成果である。そうした経験的研究は道徳的諸概念の相対主義的性格を示唆するも
のとして受け止められる傾向にあるが、これに対して本研究は、人間が持つ道徳的諸概念は必ず
しも一貫したものではなく、むしろ客観主義的性格と相対主義的性格が混在したものであると
いう見方によって整合的な説明を与えられることを提唱した。さらにこうした記述的知見はメ
タ倫理学における不整合説あるいは変動説を支持することを論じ、これを通じて、道徳的思考に
関する経験的知見が倫理学的論争の勢力図に影響する事例として明確化した。 
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